
平成２８年度 第１回和歌山県道路交通渋滞対策協議会 

 

 

日時：平成２８年 ７月１５日（金） １０：３０～ 

場所：和歌山河川国道事務所 ５Ｆ ５０１・５０２会議室 

 

議事次第 

１． 開会 

 

２． 挨拶（ 和歌山河川国道事務所 所長 ） 

 

３．議題 

（１） 規約の改訂                資料１ 

             別表１ 
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（４）現況の主な課題      資料４  

 

４．参考資料 

主要渋滞箇所のモニタリング詳細        参考資料１ 
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資料１

和歌山県道路交通渋滞対策協議会規約
(名称）

第１条 本会は、「和歌山県道路交通渋滞対策協議会」（以下「本協議会」という。）と称する。

（目的）

第２条 本協議会は、和歌山県内の道路交通渋滞について、関係機関の連携による検討体制を整え、

課題の状況を継続的に把握・共有し、効果的な渋滞対策の推進を図ることを目的とする。

（組織）

第３条 本協議会は、別表１の「和歌山県道路交通渋滞対策協議会委員」によって組識する。

２．本協議会は、必要があると認めるときは、他の機関の関係者等の出席を求めること

ができる。

（所掌事務）

第４条 本協議会は、第２条の目的を達成するため、次の事務を所掌する。

（１）道路交通渋滞に関する情報収集、データ整理、分析。

（２）主要な渋滞箇所の特定及び、その対策の検討。

（３）その他、本協議会の目的達成に必要な事項。

（役員）

第５条 本協議会に次の役員を置く。

会長 1名
副会長 1名

２．会長は、本会議会を代表し、会務を統括する。

会長は、国土交通省近畿地方整備局和歌山河川国道事務所長をもってあてる。

３．副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代行する。

副会長は、和歌山県県土整備部道路政策課長をもってあてる。

（協議会の開催）

第６条 本協議会は、必要に応じ会長がこれを招集する。

（事務局）

第７条 本協議会の事務局は、国土交通省近畿地方整備局和歌山河川国道事務所調査第二課及び、

和歌山県県土整備部道路政策課に置く。

（その他）

第８条 以上のほか、本協議会の運営に必要なことは委員が協議して定める。

（付則）この規約は、平成 ６年 ９月 ７日から施行する。

この規約は、平成１８年 ７月１３日一部改訂

この規約は、平成２４年 ８月２０日一部改訂

この規約は、平成２５年 ６月２６日一部改訂

この規約は、平成２８年 ７月１５日一部改訂



別表１

和歌山県道路交通渋滞対策協議会委員

所 属 機 関 名 役 職

和歌山県警察本部 交通規制課 課 長

国土交通省 近畿地方整備局 和歌山河川国道事務所 所 長

国土交通省 近畿地方整備局 紀南河川国道事務所 所 長

国土交通省 近畿地方整備局 道路部 道路計画第二課 課 長

国土交通省 近畿運輸局 和歌山運輸支局 支 局 長

西日本高速道路㈱ 関西支社 和歌山高速道路事務所 所 長

和歌山市 建設局 道路部 道路政策課 課 長

和歌山県道路利用者会議 副 会 長

（公益社団法人和歌山県バス協会） （会 長）

公益社団法人和歌山県トラック協会 副 会 長

公益社団法人和歌山県観光連盟 副 会 長

一般社団法人和歌山経済同友会 事 務 局 長

和歌山県 県土整備部 道路政策課 課 長

和歌山県 県土整備部 道路保全課 課 長

一般社団法人和歌山県タクシー協会 会 長

一般社団法人和歌山県ハイヤー・タクシー協会 専 務 理 事

和歌山県個人タクシー協同組合 副 理 事 長



和歌山県道路交通渋滞対策協議会

資料-2

渋滞対策協議会検討経緯

平成２8年度
第１回 和歌山県道路交通渋滞対策協議会



和歌山県道路交通渋滞対策協議会

○「今後の高速道路のあり方中間とりまとめ(高速道路のあり方検討有識者委員会、平成23年12月)」において、効率性を阻害する渋滞ボ
トルネック対策の重要性が指摘されたこと

○社会資本整備審議会道路分科会基本政策部会においても、渋滞対策を含め、道路利用の適正化が議論されていること
○民間プローブデータが容易に取得可能となるなど、交通実態の観測環境に大きな改善が見られること

渋滞対策の方針

課題の状況を継続的に把握・共有するとともに、新たな交通観測データの分析等
により効果的な渋滞対策の推進に取り組む

渋滞対策検討の経緯

1.渋滞対策協議会の検討経緯について
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和歌山県道路交通渋滞対策協議会 3

主要渋滞箇所

素案箇所
６３ 箇所

阪神圏中心部 １９箇所
全国ネットワーク ４４箇所

高速道路

追加意見
４８ 箇所

阪神圏中心部 ２５箇所
全国ネットワーク ２３箇所

選定
６３箇所（うち和歌山県１１箇所）

６ 箇所

最新のデータ・現地の状況により確認
道路管理者や事業者等からの意見

５７ 箇所

2

一般道

素案箇所
７１箇所

追加意見
５５箇所 追加

２.主要渋滞箇所の選定

選定
９１箇所（うち和歌山市内５３箇所：約6割）

４０ 箇所５１ 箇所

最新のデータ・現地の状況により確認
道路管理者等からの意見
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和歌山県道路交通渋滞対策協議会 5
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和歌山県道路交通渋滞対策協議会 7



和歌山県道路交通渋滞対策協議会 8



和歌山県道路交通渋滞対策協議会 9
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資料3

主要渋滞箇所のモニタリング

対策効果検証

平成２８年度
第１回 和歌山県道路交通渋滞対策協議会資料



和歌山県道路交通渋滞対策協議会 1

１.主要渋滞箇所のモニタリング（和歌山県の速度状況）

和歌山県紀北地域（和歌山市周辺） 【平成27年9月～11月 平日17時台】

：10km/h未満

：10-20km/h
：20-30km/h
：30km/h以上

※交通量はH22年度道路交
通センサス

※旅行速度は民間プローブ
データによるH27年9-11月平
日17時台平均値（方向別の低
い側の速度）

【混雑時旅行速度】

〔凡例〕

0 2 4 6 8 10万台／日

【交通量】

：主要渋滞箇所

和歌山市

岩出市

紀の川市

かつらぎ町

海南市

有田市

有田川町

紀美野町

42

26

24

424

480

370

◎
和歌山県庁

下津IC

海南東IC

和歌山IC

和歌山北IC

かつらぎ西IC
紀の川東IC

紀の川IC

海南IC

有田IC
有田南IC

湯浅IC

岩出根来IC



和歌山県道路交通渋滞対策協議会 2

１.主要渋滞箇所のモニタリング（和歌山県の速度状況）

和歌山県紀北地域（橋本市周辺） 【平成27年9月～11月 平日17時台】

：10km/h未満

：10-20km/h
：20-30km/h
：30km/h以上

※交通量はH22年度道路交
通センサス

※旅行速度は民間プローブ
データによるH27年9-11月平
日17時台平均値（方向別の低
い側の速度）

【混雑時旅行速度】

〔凡例〕

0 2 4 6 8 10万台／日

【交通量】

：主要渋滞箇所

橋本市

かつらぎ町

紀の川市

高野町

九度山町

24

371

370

480

○
かつらぎ町役場

◎
橋本市役所

かつらぎ西IC

紀北かつらぎIC

高野口IC

橋本IC

橋本東IC



和歌山県道路交通渋滞対策協議会 3

１.主要渋滞箇所のモニタリング（和歌山県の速度状況）

御坊市周辺 【平成27年9月～11月 平日17時台】

：10km/h未満

：10-20km/h
：20-30km/h
：30km/h以上

※交通量はH22年度道路交
通センサス

※旅行速度は民間プローブ
データによるH27年9-11月平
日17時台平均値（方向別の低
い側の速度）

【混雑時旅行速度】

〔凡例〕

0 2 4 6 8 10万台／日

【交通量】

：主要渋滞箇所

美浜町

日高町

印南町

御坊市

日高川町

42

425

広川町

◎御坊市役所

42

印南IC

御坊南IC

御坊IC

川辺IC



和歌山県道路交通渋滞対策協議会 4

１.主要渋滞箇所のモニタリング（和歌山県の速度状況）

田辺市周辺 【平成27年9月～11月 平日18時台】

：10km/h未満

：10-20km/h
：20-30km/h
：30km/h以上

※交通量はH22年度道路交
通センサス

※旅行速度は民間プローブ
データによるH27年9-11月平
日17時台平均値（方向別の低
い側の速度）

【混雑時旅行速度】

〔凡例〕

0 2 4 6 8 10万台／日

【交通量】

：主要渋滞箇所

白浜町

上富田町

田辺市

みなべ町

42

311

○
白浜町役場

◎
田辺市役所

42

南紀白浜IC

上富田IC

南紀田辺IC

みなべIC



和歌山県道路交通渋滞対策協議会 5

１.主要渋滞箇所のモニタリング（和歌山県の速度状況）

新宮市・那智勝浦町周辺 【平成27年9月～11月 平日18時台】

：10km/h未満

：10-20km/h
：20-30km/h
：30km/h以上

※交通量はH22年度道路交
通センサス

※旅行速度は民間プローブ
データによるH27年9-11月平
日17時台平均値（方向別の低
い側の速度）

【混雑時旅行速度】

〔凡例〕

0 2 4 6 8 10万台／日

【交通量】

：主要渋滞箇所

串本町

古座川町

那智勝浦町

すさみ町

田辺市

新宮市

168

42

371

42

すさみ南IC 42

42



和歌山県道路交通渋滞対策協議会

プローブデータ：各年度（9月~11月）凡例 朝 平均旅行速度（7時台～9時台） 夕 平均旅行速度（16時台～18時台） 昼１２時間平均旅行速度（7時台～18時台）

【モニタリング結果】
◆主要渋滞箇所 国道26号（和歌山大学入口～気象台前）

○第二阪和国道（平井ﾗﾝﾌﾟ～大谷ﾗﾝﾌﾟ）が平成27年9月に開通開始。
○和歌山大学入口交差点の方向①，紀ノ川大橋北詰の方向②において，速度が向上。
○第二阪和国道（淡輪ﾗﾝﾌﾟ～平井ﾗﾝﾌﾟ）の開通（平成28年度中）によって，更なる速度の向上を期待。

全体位置 区間図

①

②

１.主要渋滞箇所モニタリング（①和歌山市内・紀北地域）

和歌山大学入口：方向① 紀ノ川大橋北詰：方向②

朝平均 ： 4km/h向上
夕平均 ：11km/h向上
昼12時間平均： 6km/h向上

朝平均 ： 4km/h向上
夕平均 ： 3km/h向上
昼12時間平均： 4km/h向上

6



和歌山県道路交通渋滞対策協議会

全体位置 区間図

① ②

③

○西脇山口線は，平成27年8月までに園部・六十谷工区，直川工区，宇田森工区が開通。
○六十谷交差点の方向①及び方向②，六十谷駅前交差点の方向③において速度が向上。
○西脇山口線の部分開通に応じて速度が向上しており，全線の開通によって，更なる速度向上を期待。

【モニタリング結果】
◆主要渋滞箇所 西脇山口線（県道7号粉河加太線（鳴滝～六十谷駅前））

六十谷：方向① 六十谷：方向② 六十谷駅前：方向③

朝平均 ： 8km/h向上
夕平均 ： 8km/h向上
昼12時間平均： 7km/h向上

朝平均 ： 8km/h向上
夕平均 ： 8km/h向上
昼12時間平均：10km/h向上

朝平均 ： 8km/h向上
夕平均 ： 8km/h向上
昼12時間平均： 9km/h向上

プローブデータ：各年度（9月~11月）凡例 朝 平均旅行速度（7時台～9時台） 夕 平均旅行速度（16時台～18時台） 昼１２時間平均旅行速度（7時台～18時台）
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１.主要渋滞箇所モニタリング（①和歌山市内・紀北地域）
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交差点流入方向

全体位置

①

【モニタリング結果】
◆主要渋滞箇所 県道64号和歌山貝塚線（川辺橋北詰） 国道24号（川辺～下井阪）

○紀北西道路（紀ノ川ＩＣ～岩出根来ＩＣ）が平成27年9月に開通開始。

○備前交差点の方向①は交差点改良（左折車線追加）により速度向上。一方，方向②は岩出根来ＩＣ端末開通による交通量増加をうけて
速度低下。

○京奈和自動車道の全線整備（岩出根来ＩＣ～和歌山ＪＣＴ：H28開通予定）によって，交通の転換が図られ，速度向上を期待。

備前：方向① 備前：方向②

朝平均 ： 6km/h向上
夕平均 ： 5km/h向上
昼12時間平均： 4km/h向上

プローブデータ：各年度（9月~11月）凡例 朝 平均旅行速度（7時台～9時台） 夕 平均旅行速度（16時台～18時台） 昼１２時間平均旅行速度（7時台～18時台）

区間図
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１.主要渋滞箇所モニタリング（①和歌山市内・紀北地域）

②

0 

20 

40 

60 

H22 H25 H26 H27

速
度
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km
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）

朝平均 ： 1km/h低下
夕平均 ： 2km/h低下
昼12時間平均： 3km/h低下
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全体位置 区間図

①

②

【モニタリング結果】
◆主要渋滞箇所 国道42号（天王池～田鶴） 県道31号田辺白浜線（橋谷） 県道33号南紀白浜空港線（神島台～神島台南）

○紀勢自動車道（南紀田辺ＩＣ～南紀白浜ＩＣ）が平成27年7月に，同（南紀白浜ＩＣ～すさみ南ＩＣ）が平成27年8月に開通。
○天王池交差点の方向①，田鶴交差点の方向②において，速度が向上。

１.主要渋滞箇所モニタリング（②田辺・白浜地域）

天王池：方向① 田鶴：方向②

朝平均 ： 1km/h向上
夕平均 ：12km/h向上
昼12時間平均： 6km/h向上

朝平均 ：12km/h向上
夕平均 ： 8km/h向上
昼12時間平均：10km/h向上

プローブデータ：各年度（9月~11月）凡例 朝 平均旅行速度（7時台～9時台） 夕 平均旅行速度（16時台～18時台） 昼１２時間平均旅行速度（7時台～18時台）

てんのういけ たづ はしたに かしまだい かしまだいみなみ
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全体位置 区間図

①

②

交差点流入方向
【モニタリング結果】
◆主要渋滞箇所 国道42号（朝来駅南～郵便橋）

○紀勢自動車道（南紀田辺ＩＣ～南紀白浜ＩＣ）が平成27年7月に，同（南紀白浜ＩＣ～すさみ南ＩＣ）が平成27年8月に開通。
○朝来駅南交差点の方向①，郵便橋交差点の方向②において，速度が向上。

１.主要渋滞箇所モニタリング（②田辺・白浜地域）

朝来駅南：方向① 郵便橋：方向②

朝平均 ： 変化なし
夕平均 ： 8km/h向上
昼12時間平均： 5km/h向上

朝平均 ： 9km/h向上
夕平均 ： 4km/h向上
昼12時間平均： 6km/h向上

プローブデータ：各年度（9月~11月）凡例 朝 平均旅行速度（7時台～9時台） 夕 平均旅行速度（16時台～18時台） 昼１２時間平均旅行速度（7時台～18時台）

あっそえきみなみ ゆうびんばし
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今回開通区間

開通済

事業中

凡 例

高速道路
国道２４号
粉河加太線
那賀打田線

京奈和自動車道

25,700 22,100 

8,700 
8,300 

4,900 
2,700 

12,300 
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40,000

50,000
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45,400

39,300

約２割
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２.対策効果検証（紀北西道路開通後の交通状況の変化 1/2）
■断面交通量および断面路線分担率等の変化

○今回開通した紀北西道路の交通量は、123百台／日と、断面交通量の27％を分担。
○断面合計交通量は増加し、主に国道24号の交通が紀北西道路に転換し、国道24号の交通量が257百台／日 → 221百台／日に、分担
率が65％→49％と大幅に減少。

○国道24号の交通量減少区間の「烏子川橋東詰交差点」で発生していた渋滞は、渋滞長230ｍ→40ｍと渋滞緩和傾向。一方、今回の部分
開通で端末ICとなる岩出根来ICのアクセス交差点である主要渋滞箇所「備前交差点」では、渋滞長0ｍ→50ｍと交通が集中(次頁参照) 。

H27.9.12開通区間

交通量調査日時
＜平日調査＞

開通前：H27.8.19（水）7時～翌7時
開通後：H27.9.14（月）7時～翌7時

※開通後の京奈和自動車道は交通量常時観測データ

【13%】

【22%】

【27%】

【6%】

【18%】

【49%】【65%】

：主要渋滞箇所
（国道24号）
：渋滞緩和箇所

11

京奈和自動車道及び並行する道路の合計交通量

那賀打田線

粉河加太線

国道２４号

京奈和自動車道
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0 m

50 m

0 120 240

開通前

開通後

（m）

２.対策効果検証（紀北西道路開通後の交通状況の変化 2/2）
■主要渋滞箇所「備前交差点」（岩出根来ICへのアクセス交差点）の渋滞状況の変化

○京奈和自動車道が西側に延伸されたことにより、岩出根来ICへのアクセス交差点である備前交差点では新たに最大50mの渋滞を確認。
○開通前に発生していた国道24号の烏子川橋東詰交差点の渋滞については230mから40mに緩和。

国道24号（北側流入部） 最大渋滞長（6時台）

※渋滞長・・・1回の青信号で通過できなかった車列の長さ

渋滞長調査日時 開通前：H26.10.22（水）6時～9時、16時～19時 開通後：H27.9.14（月）6時～9時、16時～19時

■「烏川橋東詰交差点」の渋滞状況の変化

※渋滞長・・・1回の青信号で通過できなかった
車列の長さ

泉佐野打田線（北側流入部） 最大渋滞長（8時台）

12

▲開通後は交通混雑が緩和▲開通前は交通混雑が発生

▲開通後に交通混雑が発生

渋滞長調査日時 開通前：H27.8.19（水）6時～9時、16時～19時 開通後：H27.9.14（月）6時～9時、16時～19時

渋滞が発生

230 m

40 m

0 120 240

開通前

開通後

（m）

渋滞が緩和

備前交差点の混雑状況【開通後】

H27.9.14（月）6時台（岩出根来IC方面を望む）

非常に長い車列
が形成

烏子川橋東詰交差点の混雑状況【開通前】

H26.10.22（水）8時台（紀の川IC方面を望む）

烏子川橋東詰交差点の混雑状況【開通後】

車列の長さが
大幅減少

H27.9.14（月）8時台（紀の川IC方面を望む）
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①

②

大谷ランプ

平井ランプ

孝子ランプ

粟ランプ

至 大阪

至 田辺

和歌山県

大阪府

和歌山市

岬町

今回開通
区間

延長
1.8km

市道 中平井線

NN

▲今回開通区間 H27.9.28撮影
（平井ランプ～大谷ランプ間）

交通量調査
地点

【凡例】

至 田辺

至 大阪

写真①

28,700 25,700

14,800 19,700

0
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45,400台

約3,000台/12h
（約1割）減

約4,900台/12h
（約3割）増

②：既開通区間（紀の川渡河部）
か わき

19,700

12,200

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

開通前 開通後

第二阪和国道 国道26号

（台/12h）

27,900台
31,900台

約8,200台/12h
（約3割）減

①：今回開通区間（大谷ﾗﾝﾌﾟ～平井ﾗﾝﾌﾟ）
お お た に ひ ら い

２.対策効果検証（第二阪和国道開通後の交通状況の変化 1/3）
■断面交通量および断面路線分担率等の変化

○今回開通した第二阪和国道の交通量は、122百台／12hと、断面交通量の38％を分担。
○断面合計交通量は増加し、断面①では、国道26号の交通が第二阪和国道に転換し、国道26号の交通量が279百台／12h → 197百台／
12hに、分担率が100％→62％と大幅に減少。

○国道26号の交通量減少区間の主要渋滞箇所「和歌山大学入口交差点」で発生していた渋滞は、渋滞長710ｍ→0ｍと渋滞が緩和されて
いる傾向(次頁参照)。

交通量調査日時
＜休日調査＞

開通前：H26.10.12（日）7～19時
開通後：H27.11.22（日）7～19時

【38%】

【62%】

【34%】

【66%】

【43%】

【57%】

：主要渋滞箇所（国道26号）

和歌山大学入口
交差点

13

H27.9.12開通区間
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２.対策効果検証（第二阪和国道開通後の交通状況の変化 2/3）
■主要渋滞箇所「和歌山大学入口交差点」の渋滞状況の変化

○休日に渋滞が発生していた和歌山大学入口交差点の混雑が解消。

※渋滞長・・・1回の青信号で通過できなかった車列の長さ

渋滞長調査日時 開通前：H26.10.12（日） 開通後：H27.11.22（日）

14

H26.10.12(日) （大阪方面を望む） H27.11.22(日) （大阪方面を望む）

▲開通前は休日に交通渋滞が発生 ▲開通後は交通混雑が解消

至 大阪 至 田辺

至 大阪

至 田辺

至 大阪

和歌山大学入口交差点の混雑状況 【開通前】 和歌山大学入口交差点の状況 【開通後】

m
710ｍ

0m

0 200 400 600 800

開通前

開通後

（m）

渋滞解消

国道26号（大阪方面） 最大渋滞長
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２.対策効果検証（第二阪和国道開通後の交通状況の変化 3/3）
■国道26号の渋滞状況の変化

○休日において慢性的な渋滞が発生していた国道26号の混雑が大幅に緩和。

渋滞長調査日時 開通前：H26.10.12（日） 開通後：H27.11.22（日）

15

開通前の交通状況【H26.10.12（日）】

梅原
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の ぶ とき
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160m550m

50m

20m

和歌山大学入口
わ か や ま だ い が く い り ぐ ち

710m

：最大渋滞長

平井ランプ

大谷ランプ

至 大阪

至 田辺

開通後の交通状況【H27.11.22（日）】
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：最大渋滞長
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0m 0m
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２.対策効果検証（西脇山口線開通後の交通状況の変化 1/1）
■断面交通量の変化

○西脇山口線の部分開通により交通量は現時点でそれほど変化はみられないが、全線開通すれば交通量が増加すると推測。

16

西脇山口線
(宇田森工区)
H25.7 開通
4車線開通

西脇山口線
(園部・六十谷工区)

H27.8 開通
2車線→4車線に拡幅

19,579 17,514
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(H22)
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(未開通) ４車線

西脇山口線
(直川工区)
H26.9 開通
4車線開通

六十谷駅前交差点の混雑状況 【改良後】六十谷駅前交差点の状況 【改良前】

20,384 18,256
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谷

：主要渋滞箇所
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◆第二阪和国道（平井ﾗﾝﾌﾟ～大谷ﾗﾝﾌﾟ）の開通前後における主要渋滞箇所の交通量の変化

○第二阪和国道の開通により，直接的に交通量が増加すると考えられる主要渋滞箇所は，大谷交差点，元寺町五丁目交差点，北新橋
西詰交差点。

○このうち，大谷交差点は，第二阪和国道の開通により，東西の直進交通が約20百台減少。また，北新橋西詰交差点は，南北の直進
交通が約17百台増加。

１．第二阪和国道の開通による影響箇所（大谷～北新橋西詰）

1

第二阪和国道
（平井～大谷ランプ）
H27.9 2車線開通

第二阪和国道
（淡輪～平井ランプ）
H28年度開通予定

流入１

流入２
流入３

流入４流入５

流入１

流入２

流入３

流入４

大谷

北新橋西詰

増加 増加

増加
減少 減少

開通前：H27年5月6日調査 開通後：H28年5月3日調査 （出典：浪速国道事務所調査）

元寺町五丁目



和歌山県道路交通渋滞対策協議会

◆第二阪和国道（平井ﾗﾝﾌﾟ～大谷ﾗﾝﾌﾟ）の開通による交通流動の変化

○大阪和歌山県境と紀ノ川渡河部を利用する交通を抽出したところ，第二阪和国道（平井ﾗﾝﾌﾟ～大谷ﾗﾝﾌﾟ）の開通前は，国道26号（紀
ノ川大橋）を利用する交通がほとんどであったのに対し，開通後は第二阪和国道（紀の国大橋）を利用する交通が半数以上に増加。

○第二阪和国道（淡輪ﾗﾝﾌﾟ～平井ﾗﾝﾌﾟ）が開通すると，さらに国道26号（現道）から第二阪和国道へ交通が転換することが予想され、各
交差点の南北の流入交通が増加すると推察。

H27.7 H27.12

サンプル台数：119

①紀の国大橋 4.2%

②北島橋 6.7%

③紀の川大橋 89.1%

①紀の国大橋 58.1%

②北島橋 5.2%

③紀の川大橋 36.7%

第二阪和国道(平井～大谷間)
※H27.9.12開通

サンプル台数：229

第二阪和国道(平
井～大谷間)の開

通により紀の国大
橋を利用する交通
が増加

ETC2.0データの集計結果
（大阪和歌山県境と紀ノ川渡河部（３断面）を利用する交通を抽出）

第二阪和国道
（平井ランプ～大谷ランプ）

の開通

2

１．第二阪和国道の開通による影響箇所（大谷～北新橋西詰）

5
8

106

133
12

84

集計対象：国道26号線の大阪和歌山県境、
および、図中①～③のいずれかを通過する
車両（平日のみ）

第二阪和国道(淡輪～平井間)
※H28年度 開通予定

26

26
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全日
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◆新たな対策が必要な個所の現況分析（大谷交差点）

○第二阪和国道の開通前後において，西からの流入交通（流入１）は断面で約35百台減少（左折は約4百台増加）しているが，最大渋
滞長は190m増加。

○東から（流入３）の流入も同様に断面で約10百台減少している（右折は約14百台増加）が，最大渋滞長は120m増加。
○第二阪和国道開通に伴い，信号現示が複雑化していることが想定。

○交通量及び渋滞長調査結果 ○旅行速度集計結果

民間プローブデータの集計結果（秋季（9～11月）の平休全日の平均値）
朝：7～9時台，夕16～18時台
※第二阪和国道の開通がH27年9月12日のため，H27には一部開通前のデータも含む。

開通前 開通後※

流入4

流入1

流入2

流入3

流入5

3

１．第二阪和国道の開通による影響箇所（大谷～北新橋西詰）

交差点交通量調査結果（台/昼12時間）

交差点渋滞長調査結果（m） 昼12時間調査

開通前：平成27年5月6日（水・祝）
開通後：平成28年5月3日（火・祝）
（出典：浪速国道事務所調査）

※最大渋滞長：１回の青信号で通過出来なかった車両の最も長い延長

左折 直進 右折 合計
開通前 555 787 33 1,375
開通後 1,677 653 311 2,641

左折 直進 右折 合計
開通前 2,671 498 1,237 4,406
開通後 1,744 343 823 2,910

左折 直進 右折 合計
開通前 1,216 519 327 2,062
開通後 1,283 1,174 402 2,859

左折 直進 右折 合計
開通前 28 7,891 3,373 11,292
開通後 431 5,490 1,919 7,840

35百台
減少

左折 直進 右折 合計
開通前 1,957 7,232 984 10,173
開通後 1,232 5,559 2,427 9,218

10百台
減少

最大渋滞長
観測時間帯

開通前 90 15

開通後 280 16

190m
増加

最大渋滞長
観測時間帯

開通前 0 －

開通後 50 16

最大渋滞長
観測時間帯

開通前 130 11，14

開通後 250 11

120m
増加

最大渋滞長
観測時間帯

開通前 10 15

開通後 30 8，17
最大渋滞長

観測時間帯

開通前 30 7

開通後 20 9，10，11，17



和歌山県道路交通渋滞対策協議会

○第二阪和国道の開通前後において，北から（流入２）の流入交通が断面で約23百台増加，南から（流入４）の流入交通が断面で約16
百台増加しているが，両方向とも渋滞は観測されていない。

○東西方向は，西から（流入１）の直進が約6百台増加，東から（流入３）の右折が約5百台増加しているが，渋滞は観測されていない。
○現時点で，渋滞は観測されていないが，今後，第二阪和国道の全線開通により混雑することが懸念される。

流入4

流入1

流入2

流入3

○交通量及び渋滞長調査結果

交差点交通量調査結果（台/昼12時間）

交差点渋滞長調査結果（m） 昼12時間調査

○旅行速度集計結果
全日
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開通前 開通後※

4

◆新たな対策が必要な個所の現況分析（北新橋西詰交差点）

１．第二阪和国道の開通による影響箇所（大谷～北新橋西詰）

民間プローブデータの集計結果（秋季（9～11月）の平休全日の平均値）
朝：7～9時台，夕16～18時台
※第二阪和国道の開通がH27年9月12日のため，H27には一部開通前のデータも含む。

開通前：平成27年5月6日（水・祝）
開通後：平成28年5月3日（火・祝）
（出典：浪速国道事務所調査）

※最大渋滞長：１回の青信号で通過出来なかった車両の最も長い延長

左折 直進 右折 合計
開通前 1,296 3,501 2,621 7,418
開通後 1,913 5,236 2,582 9,731

23百台
増加

左折 直進 右折 合計
開通前 353 3,678 224 4,255
開通後 341 5,365 191 5,897

16百台
増加

左折 直進 右折 合計
開通前 1,856 3,125 643 5,624
開通後 1,989 3,703 654 6,346

6百台
増加 左折 直進 右折 合計

開通前 231 2,892 2,090 5,213
開通後 203 2,757 2,579 5,539

5百台
増加

最大渋滞長
観測時間帯

開通前 なし －

開通後 なし －

最大渋滞長
観測時間帯

開通前 なし －

開通後 なし －

最大渋滞長
観測時間帯

開通前 なし －

開通後 なし －

最大渋滞長
観測時間帯

開通前 なし －

開通後 なし －
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和歌山市内東西交通軸での渋滞

 

和歌山ＩＣ

新日鐡住金
（旧住友金属工業）

花王
和歌山工場

中央卸売市場
日本赤十字
和歌山医療センター

東西軸の混雑により
物流・救急搬送が阻害

岩出根来IC

：地域の主要渋滞箇所
：3次救急医療施設

第
二
阪
和
国
道

至 大阪

国際拠点港湾
和歌山下津港

和歌山北ＩＣ

和歌山JCT
（和歌山行）

和歌山JCT
（大阪行）

至 大阪

至 海南市 至 海南市

至

橋
本
市

紀伊停車場
田井ノ瀬線

中平井線

和歌山県立医科大学
附属病院

1.32 

0.90 

1.51 

1.16 

0.00 0.50 1.00 1.50 2.00 2.50 

粉河加太線

小豆島船所線

国道24号

宮街道

三年坂通り

◆和歌山都市圏の東西及び南北交通の整理と問題把握

○市中心部へのアクセスを担う 東西軸道路の断面混雑度が１．１８であり、交通容量が不足している状況。
○東西交通軸の渋滞により、和歌山下津港への物流搬送が遅れるなど物流が阻害されている。
○また、紀北地域の和歌山市内に集中する第3次救急医療施設への救急搬送も東西交通軸の渋滞により阻害されている。

２．和歌山市内の東西交通
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1.44 

1.65 

0.98 

1.33 

0.42 

1.03 

0.73 

0.00 0.50 1.00 1.50 2.00 2.50 

国道26号

新和歌浦梅原線

国道26号
（第二阪和国道）

有功天王線

阪和自動車道

国道24号

紀伊停車場

田井ノ瀬線

●東西交通軸の混雑度

●南北交通軸の混雑度

1.18

断面混雑度

0.93

断面混雑度

【直轄】

【直轄】

【直轄】

【直轄】


